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■概要■ 

 TCP/IP 技術を用いたコンピュータネットワークは，自律的に構築・運用されるネットワー

クを相互接続し，グローバル規模のトランスペアレントなディジタルネットワーク基盤であ

るインターネットを実現している．インターネットのトランスペアレントなディジタルネッ

トワーク基盤を用いて，多種多様なアプリケーションが自由に創造・展開されている．これ

らのアプリケーションは，インターネットのエンド・ツー・エンドアーキテクチャモデルを

もとに実現・展開されている．多様なアプリケーションやサービスの展開を支援するミドル

ウェアとして，地球規模で動作する世界最大の自律分散データベース・ディレクトリサービ

スシステムである DNS（Domain Name Service）システムが存在する． 
 TCP/IP 基盤と DNS 基盤を用いて，電子メールや Web システムに代表される非同期系のア

プリケーションや，IP 電話や IP テレビなどの同期系（リアルタイム系）アプリケーション，

更には，ピア・ツー・ピア型のアプリケーションなど，多様な形態なネットワークコンピュー

ティングシステム・サービスが展開されている．特に，Web システムとピア・ツー・ピアシ

ステムは，本質的にはほぼ同一の技術へと進化し，Web 2.0 を経て，クラウドコンピュー

ティングシステムへと変化を遂げようとしている． 
 
【本編の構成】 

本編では，ディレクトリサービス（1 章），コミュニケーションツール（2 章），Web シス

テム（3 章），ピア・ツー・ピアシステム（4 章）に関して，トランスペアレントでグローバ

ルなディジタル通信基盤である TCP/IP システムを用いて実現されるエンド・ツー・エンド

サービスを実現するための基盤ミドルウェア技術と要素技術群について述べる． 
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